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（3)分類項目の点数化とその表示 

 

 表9-3-1に示すように、数値をもとに分類するもの 6項目、図から分類するもの 7項目について、

それぞれ満点を 6として点数化する。2009～2014年度の 38の黄砂事例を項目毎に点数化し、黄砂

項目と煙霧項目に分けて合計点数を算出する。さらに合計点数を満点で除し、それぞれの指数とす

る。これらの結果を表 9-3-2に示す。併せて、過去に各事例を分類した判断を右端に示している。 

黄砂関連項目の合計値と混在関連項目の合計値を、事例毎に図 9-3-1に示している。事例毎に、黄

砂様相を明確に示しているものとそうでないもの、また混在の程度と黄砂との強度の違いなどをみ

ることが出来る。また、各事例を過去の分類での単純黄砂・混在黄砂に分けて、横軸を黄砂点数、

縦軸を混在点数として図9-3-2に分布を示している。 

 

 黄砂の判定は、非黄砂時が黄砂指数16.7%であることから、少なくとも 20%以上が適当であり、最

低は2013/3/16の24.1%である。 

混在であることの判定は、単純黄砂での混在指数平均値は 34.8%、混在黄砂は 55.6%となる。基準

を 45%とすると、過去の判断から外れるのは単純黄砂で 15事例中 2事例、混在では 22事例中 5事

例となり、概ね基準の目安となると思われる。 

  

さらに、個々の事例での特徴を明らかにするために、事例毎にチャートを作成した。この図から、

黄砂の明確さとその特徴がわかり、また混在の程度も比較・対照できる。 

 

 

    表9-3-1 各項目の点数化一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名 6 5 4 3 2 1 0
P_地点数 >30 20-30 15-20 10-15 5-10 0-5 0
P_SPM濃度 >300 200-300 150-200 100-150 50-100 0-50 0
P_PM2.5/SPM <0.4 0.4-0.5 0.5-0.6 0.6-0.7 0.7-0.8 0.8-0.9 >0.9
P_煙霧地点数 >30 20-30 15-20 10-15 5-10 0-5 0
P_PM2.5/SPM混 >0.9 0.8-0.9 0.7-0.8 0.6-0.7 0.5-0.6 0.4-0.5 <0.4
P_硫酸ｲｵﾝ >30 25-30 20-25 15-20 10-15 5-10 0

6 4 2 0
P_気圧配置 ◎ ○ △ ×
P_砂塵嵐 ◎ ○ △ ×
P_後方流跡線 ◎ ○ △ ×
P_SPM分布 ◎ ○ △ ×
P_CFORS(d) ◎ ○ △ ×
P_ﾗｲﾀﾞｰ係数 ◎ ○ △ ×
P_CFORS(s) ◎ ○ △ ×



 

 

    表 9-3-2 各黄砂事例の評価点 
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図 9-3-1   各事例毎の黄砂・混在の評価指数 
図 9-3-2  事例毎の黄砂点数と混在点数の分布 
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過去報告書
評　価

1 20090425-26 ◎ ◎ ◎ ◎ 9 ◎ 400 ◎ 0.4 0 ○ △ 8 6 6 6 6 2 6 6 6 5 0 1 1 4 2 49 8 90.7 26.7 3.40 単純黄砂
2 20090508 △ ○ △ ○ 2 △ 80 ◎ 0.8 0 △ ○ 25 2 4 2 4 1 2 6 2 1 0 5 4 2 4 23 11 42.6 36.7 1.16 混在黄砂
3 20090604-05 ◎ × × △ 0 × 50 × 0.8 4 × △ 9.4 6 0 0 2 0 0 0 1 1 1 1 4 0 2 9 10 16.7 33.3 0.50 なし
4 20091019-22 ○ ○ ◎ ◎ 6 ◎ 90 ◎ 0.4 3 ○ △ 15 4 4 6 6 2 6 6 2 5 1 3 1 4 2 41 11 75.9 36.7 2.07 混在黄砂
5 20091226-27 ◎ ◎ ○ × 29 ◎ 70 ◎ 0.3 16 ◎ ◎ 22 6 6 4 0 5 6 6 1 6 4 4 0 6 6 40 20 74.1 66.7 1.11 混在黄砂
6 20100313-14 ◎ ◎ ◎ ○ 14 ○ 67 △ 0.5 3 ◎ ○ 13 6 6 6 4 3 4 2 1 4 1 2 2 6 4 36 15 66.7 50.0 1.33 混在黄砂
7 20100316-17 ◎ ○ ◎ ◎ 27 ◎ 120 ◎ 0.37 3 ○ △ 9 6 4 6 6 5 6 6 3 6 1 1 0 4 2 48 8 88.9 26.7 3.33 単純黄砂
8 20100320-24 ◎ ◎ ◎ ◎ 63 ◎ 900 ◎ 0.26 13 ◎ ○ 19.6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 3 3 0 6 4 54 16 100 53.3 1.88 混在黄砂
9 20100402-03 ◎ ◎ ◎ ○ 9 ◎ 75 ○ 0.61 1 ○ △ 7.3 6 6 6 4 2 6 4 2 3 1 1 3 4 2 39 11 72.2 36.7 1.97 単純黄砂
10 20100427-0501 ◎ ◎ ◎ ◎ 23 ◎ 108 ○ 0.51 3 ○ △ 13 6 6 6 6 5 6 4 3 4 1 2 2 4 2 46 11 85.2 36.7 2.32 混在黄砂
11 20100503-06 △ ○ △ ○ 32 ◎ 70 ◎ 0.52 5 △ ○ 10.7 2 4 2 4 6 6 6 1 4 2 2 2 2 4 35 10 64.8 33.3 1.94 単純黄砂
12 20100509 ○ ○ ○ ◎ 3 ◎ 66 ○ 0.74 0 ○ ○ 6.8 4 4 4 6 1 6 4 1 2 0 1 4 4 4 32 13 59.3 43.3 1.37 単純黄砂
13 20100511-12 ○ ○ △ ◎ 3 ◎ 50 △ 0.53 1 △ △ 6.4 4 4 2 6 1 6 2 1 4 1 1 2 2 2 30 8 55.6 26.7 2.08 単純黄砂
14 20100520-22 ◎ ◎ △ ◎ 24 ◎ 100 ◎ 0.71 15 ◎ ○ 22 6 6 2 6 5 6 6 3 2 4 4 4 6 4 42 22 77.8 73.3 1.06 混在黄砂
15 20100524-26 ◎ ◎ △ ○ 21 ◎ 100 ◎ 0.61 11 ◎ ○ 22 6 6 2 4 5 6 6 3 3 3 4 3 6 4 41 20 75.9 66.7 1.14 混在黄砂
16 20101112-15 ◎ ◎ ◎ ◎ 37 ◎ 220 ◎ 0.35 10 ◎ ○ 12 6 6 6 6 6 6 6 5 6 3 2 0 6 4 53 15 98.1 50.0 1.96 混在黄砂
17 20101203-05 ◎ ○ ◎ ○ 30 ○ 160 ◎ 0.4 1 ○ ○ 18 6 4 6 4 6 4 6 4 5 1 3 1 4 4 45 13 83.3 43.3 1.92 混在黄砂
18 20101211-12 ◎ ○ ◎ ○ 13 ◎ 120 ○ 0.44 1 ○ △ 6.1 6 4 6 4 3 6 4 3 5 1 1 1 4 2 41 9 75.9 30.0 2.53 単純黄砂
19 20101223-24 ○ ○ ○ △ 6 ◎ 100 ◎ 0.46 4 ◎ ○ 11.2 4 4 4 2 2 6 6 3 5 1 2 1 6 4 36 14 66.7 46.7 1.43 混在黄砂
20 20110410-12 ◎ ◎ ○ ○ 7 ○ 80 ○ 0.7 11 ◎ ○ 12 6 6 4 4 2 4 4 2 2 3 2 4 6 4 34 19 63.0 63.3 0.99 混在黄砂
21 20110501-05 ◎ ◎ ◎ ◎ 43 ◎ 300 ◎ 0.45 10 ◎ △ 10 6 6 6 6 6 6 6 6 5 3 2 1 6 2 53 14 98.1 46.7 2.10 単純黄砂
22 20110513-14 ◎ ◎ ◎ ◎ 39 ◎ 180 ◎ 0.48 2 ○ △ 10 6 6 6 6 6 6 6 4 5 1 2 1 4 2 51 10 94.4 33.3 2.83 単純黄砂
23 20110516 △ ○ ○ ○ 1 ○ 70 ○ 0.6 3 ◎ ○ 19 2 4 4 4 1 4 4 1 3 1 3 3 6 4 27 17 50.0 56.7 0.88 混在黄砂
24 20110604 △ △ × ○ 2 ○ 55 ○ 0.8 14 × ○ 15 2 2 0 4 1 4 4 1 1 3 3 5 0 4 19 15 35.2 50.0 0.70 混在黄砂
25 20120401-03 ◎ ○ ◎ ○ 7 ○ 50 ○ 0.5 3 △ △ 9 6 4 6 4 2 4 4 1 4 1 1 2 2 2 35 8 64.8 26.7 2.43 単純黄砂
26 20120409-10 △ ◎ ◎ △ 11 ◎ 60 ○ 0.7 11 ◎ △ 13 2 6 6 2 3 6 4 1 2 3 2 4 6 2 32 17 59.3 56.7 1.05 混在黄砂
27 20120423-25 △ ◎ ◎ ○ 22 ○ 100 ◎ 0.7 17 ◎ ◎ 26 2 6 6 4 5 4 6 3 2 4 5 4 6 6 38 25 70.4 83.3 0.84 混在黄砂
28 20120516-17 ◎ △ ◎ ◎ 3 ◎ 70 ○ 0.8 4 ◎ ○ 16 6 2 6 6 1 6 4 1 1 1 3 5 6 4 33 19 61.1 63.3 0.96 混在黄砂
29 20121204 ◎ ○ ◎ ○ 1 ○ 70 ○ 0.6 1 ○ △ 13.5 6 4 6 4 1 4 4 1 3 1 2 3 4 2 33 12 61.1 40.0 1.53 単純黄砂
30 20130102-03 ○ △ ◎ △ 2 ○ 75 △ 0.58 2 ○ △ 7.8 4 2 6 2 1 4 2 2 4 1 1 2 4 2 27 10 50.0 33.3 1.50 単純黄砂
31 20130301 ◎ ◎ × × 1 △ 70 × 0.88 6 ○ △ 8.7 6 6 0 0 1 2 0 1 1 2 1 5 4 2 17 14 31.5 46.7 0.67 単純黄砂
32 20130308-11 ◎ ◎ ◎ ○ 31 ◎ 110 ◎ 0.88 22 ○ ○ 16.8 6 6 6 4 6 6 6 3 1 5 3 5 4 4 44 21 81.5 70.0 1.16 混在黄砂
33 20130316 △ △ △ × 1 ○ 45 △ 0.9 5 △ △ 4.7 2 2 2 0 1 4 2 0 0 2 0 6 2 2 13 12 24.1 40.0 0.60 混在黄砂
34 20140526-0601 ◎ ○ ○ ◎ 36 ◎ 120 ○ 0.7 8 ○ ○ 15 6 4 4 6 6 6 4 3 2 2 3 4 4 4 41 17 75.9 56.7 1.34 混在黄砂
35 20150222-25 ◎ ◎ ◎ × 20 ◎ 100 ○ 0.55 8 ○ △ 9 6 6 6 0 5 6 4 3 4 2 1 2 4 2 40 11 74.1 36.7 2.02 単純黄砂
36 20150302 ○ △ ○ △ 1 ○ 50 ○ 0.6 1 △ ○ 9.8 4 2 4 4 1 4 4 1 3 1 1 3 2 4 27 11 50.0 36.0 1.36 単純黄砂
37 20150322-23 △ ○ ○ ○ 23 ◎ 100 ◎ 0.6 6 ◎ ◎ 35 2 4 4 4 5 6 6 3 3 2 6 3 6 6 37 23 68.5 76.7 0.89 混在黄砂
38 20150328-30 ○ ○ ○ ○ 2 ○ 80 ○ 0.5 5 △ ◎ 14 4 4 4 4 1 4 4 2 4 2 2 2 2 6 31 14 57.4 46.7 1.23 混在黄砂
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 事例の中で、特徴が明確なチャートのうち、単純黄砂の事例を図 9-3-3に、混在黄砂の

事例を図 9-3-4に示す。単純黄砂事例では、黄砂の評価点は満点に近く、混在の要素は低

い。混在黄砂とみられるものは、混在要素の点数が高く、黄砂要素は高くなっている。煙

霧単独の事例を図 9-3-5に示している。一方、黄砂飛来と予想されたが、全くその兆候が

なかった事例が図 9-3-6であり、その点数は非常に低い。また、気象台の黄砂観測はなか

ったが、ライダー黄砂消散係数をもとに黄砂として検出された事例が図 9-3-7である。黄

砂地点数以外は高い評価になっている。 
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図 9-3-3 単独黄砂と評価される事例 

図 9-3-6 非黄砂・非混在の事例 図 9-3-5 大規模煙霧の事例    

図 9-3-4 混在黄砂と評価される事例   

図 9-3-7  ライダー検出黄砂(長崎）の事例 
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 2014 年度の黄砂について、同様の方法で各事例の評価指数（図 9-3-8）とチャート（図

9-3-9）を作成した。 

黄砂の指数が高かったのは、5 月 26～6 月 1 日、2 月 22～25 日、3 月 22～23 日の事例で

ある。混在の影響が大きいのは 3月 22～23日や 5月 26～6月 1日と推察された。 
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 図 9-3-8  2014年度黄砂の事例毎の評価指数 
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図 9-3-9  2014年度黄砂のチャート 
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10.今後の課題 

環境省による黄砂実態解明調査は、およそ 10 年間継続して実施されてきた。この間の調

査で分かったことと、まだ十分に分かっていないことを整理した。     

 

日本での黄砂の観測（気象台）は、2001年度以降では年平均 25日程度で、最大 47日、

最小 7日と年度毎のばらつきが大きい。近年は、20日以下と少ない日数で推移している。

月変化では、4月が最も多く、3～5月の春期で 80%を占めている。地域的には、九州・中国

地方での観測が多い。 

環境省では、これらの観測結果も踏まえつつ、黄砂の飛来状況や成分など、その実態を

より科学的に解明するため、黄砂実態解明調査を実施している。これまでの環境省の調査

でわかったことを以下に列挙する。 

 

○黄砂の日本への飛来は、黄砂の観測、天気図、中国大陸での砂塵嵐の発生状況などの気

象台での観測に加え、ライダー黄砂消散係数の上昇、PM2.5/SPM比、後方流跡線、SPM濃度

の全国分布、CFORS(Dust)による予測などが有効である。 

その内容は、 

・ライダーの黄砂消散係数の上昇により、非球形粒子（黄砂）の存在を確認できる。従

って、気象台で黄砂と観測されていないケースについても、黄砂の検出を行える。 

・黄砂単独の場合、PM2.5/SPM比が低く 0.5位まで減少し、汚染物質が混在した黄砂の場

合、PM2.5/SPM比が比較的高く PM2.5濃度が上昇する。 

・大気汚染物質が黄砂と同時に飛来してきている（混在黄砂）か否かは、硫酸イオン濃

度によって、ある程度把握が可能である。 

・天気図では、日本の南東岸に前線があるような気圧配置で多くみられる。 

・日本での黄砂観測の 1～3日前には、モンゴルから中国内モンゴルの砂漠・乾燥地帯で

砂塵嵐が発生していることが多い。 

・後方流跡線が、この地域からの直線的な流れを示すことが多い。 

・SPM濃度が、かなり広い範囲で同時に上昇する様子がみられる。 

・CFORS(Dust)により黄砂の飛来を、ある程度予測できる。 

○以上のようなことを、総合的に検証することによって、黄砂か否か、黄砂単独であるか

汚染物質を混在しているかなどを判断できる。 

○黄砂での大気汚染物質の混在について、農薬の調査を行った結果、検出限界以下である

ケースが多かった 5),6)。 

○黄砂と同じように視程の悪化を招く煙霧についても解析したところ、煙霧の観測は年平

均 280日で黄砂よりも圧倒的に多いが、経年変化では、年々減少傾向がみられている。

煙霧時において、PM2.5濃度が 35μg/m
3 以上になる割合は高い。地域的には九州と関東での

観測が多く、九州では中国大陸からの越境による影響、関東では国内発生源による影響

と思われるケースが多い。 

 

まだ十分に分かっていないこととしては、 

・PM2.5濃度上昇における黄砂の寄与 

・混在黄砂における汚染物質の成分とリスク 

・小さな黄砂の検出及びその判定の精度向上   

などがあげられる。 
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 今後、黄砂飛来を示す要素について、カテゴライズの更なる検討を図り、要素のプライ

オリティについて検証する必要がある。また、混在黄砂が含まれる空気塊についても、

その成分、PM2.5への影響など、さらに多くの事例を解析し、空間的な把握や汚染経路な

どの詳細を明らかにしていくとともに、黄砂と汚染物質の混在状態変化や黄砂粒子表面

に付着する成分にも着目し検討を進めていく必要がある。 

 

 黄砂現象や煙霧現象時に PM2.5濃度が上昇し、環境基準値である日平均値 35μg/m3 を超過

する事例が多いことが明らかになってきている。また、煙霧現象と黄砂現象をリアルタ

イムに区別するために、PM2.5//SPMの比の変化を調べていくことも有効なことと思われる。

全国において PM2.5の常時監視局の拡大、成分分析データの蓄積を進めることにより、PM2.5

濃度の上昇に対する黄砂の寄与、長距離輸送された気塊による煙霧の寄与を解明してい

く必要がある。 

 

 黄砂による人への健康リスクを検討する観点から、黄砂に付着する細菌に関するデータ

の収集や、その分析方法等について検討していく必要がある。 

 

 汚染混在型黄砂やPM2.5に関する地域レベルでの地上濃度を予測することが社会的に期待

されている。そのような予測に役立つ指標成分や常時監視手法の検討を進める必要があ

る。 

 

 現在、日本・中国・韓国でのモニタリング・予測などの黄砂共同研究が進行している。

黄砂問題検討会と日中韓黄砂共同研究(DSS-WG1)との連携を深め、海外情報の取り込みや、

日本の状況の反映など情報共有を進める必要がある。このような研究が、アジア地域全

体の黄砂発生源対策、さらには黄砂の汚れ度を低減化できるような技術協力へと進展す

ることが望まれる。 
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